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土
壌
診
断
で
穴
を
掘
り
、
断
面
を
調
べ

れ
ば
わ
か
る
土
壌
物
理
性
に
対
し
て
、
見

て
も
触
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
土
壌
化
学
性
を

把
握
す
る
に
は
化
学
分
析
を
行
な
う
ほ
か

に
手
段
は
な
い
。

Ｊ
Ａ
や
肥
料
商
の
土
壌
診
断
室
に
分
析

を
依
頼
す
る
と
、
分
析
値
の
ほ
か
に
必
ず

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
処
方
箋
が
付
い
て
く

る
。
そ
こ
に
は
、
肥
料
や
土
壌
改
良
資
材

の
銘
柄
と
施
用
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ろ
く
に
分
析
値
を
見
な
い
で
勧
め
ら

れ
る
が
ま
ま
に
注
文
し
て
し
ま
っ
て
は
、
土

の
健
康
管
理
に
は
役
立
た
な
い
。
土
壌
の
化

学
分
析
結
果
の
診
断
表
に
は
分
析
項
目
ご

と
に
下
限
値
と
上
限
値
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
自
分
の
圃
場
の
分
析
値
と
見
比
べ

て
、「
少
な
け
れ
ば
施
し
、
多
け
れ
ば
施
さ

な
い
」
が
大
原
則
だ
。

土
壌
の
化
学
分
析
結
果
に
は
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
あ
る
い
は
分
析
値
を
図
示
し
た

表
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
土
の
健
康
状

態
が
一
目
で
わ
か
る
。
図
１
は
、「
全
国
土

の
会
」
で
利
用
し
て
い
る
「
Ｗ
ｅ
ｂ
み
ど
り

く
ん
」
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
（
畑
・
施
設

土
壌
用
）
で
あ
る
。

図
１
の
左
は
露
地
の
野
菜
畑
、
右
は
野

菜
ハ
ウ
ス
の
土
で
、
ど
ち
ら
も
pH
が
５
・
５

程
度
の
酸
性
を
示
し
て
い
る
。
野
菜
を
栽

培
す
る
に
は
や
や
pH
が
低
い
の
で
改
良
し
た

い
。
こ
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
れ

ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
pH
が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に

石
灰
資
材
を
施
用
し
て
は
い
け
な
い
。
交

換
性
カ
ル
シ
ウ
ム
（
石
灰
）
と
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
（
苦
土
）
の
分
析
値
を
見
る
と
、
野
菜
ハ

ウ
ス
で
は
す
で
に
石
灰
も
苦
土
も
過
剰
で

あ
る
。
ま
た
、
土
の
胃
袋
の
ふ
く
れ
具
合
を

示
す
塩
基
飽
和
度
も
１
２
９
％
と
腹
八
分

目
（
80
％
）
を
大
き
く
超
過
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
態
で
石
灰
資
材
を
施
用
す
れ

ば
、
塩
基
過
剰
を
さ
ら
に
助
長
し
て
土
の

健
康
を
損
ね
て
し
ま
う
。

野
菜
ハ
ウ
ス
で
は
露
地
畑
と
は
違
う
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
土
が
酸
性
化
す
る
。
そ
の
原
因
成

分
が
硝
酸
態
窒
素
で
あ
る
。
土
に
施
用
さ
れ

た
窒
素
は
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
（
ア
ン
モ
ニ

ア
態
窒
素
）
を
経
て
、
最
終
的
に
土
壌
微
生

物
の
作
用
（
硝
酸
化
成
作
用
）
で
硝
酸
イ
オ

ン
（
硝
酸
態
窒
素
）
に
変
化
し
、
そ
の
際
に

水
素
イ
オ
ン
が
生
成
さ
れ
る
。
図
１
右
の
よ

う
に
雨
に
さ
ら
さ
れ
な
い
ハ
ウ
ス
内
で
は
そ

の
水
素
イ
オ
ン
が
土
の
中
に
残
留
し
、
硝
酸

と
し
て
挙
動
す
る
の
で
、
pH
が
低
下
す
る
と

電
気
伝
導
率
（
Ｅ
Ｃ
）
が
高
く
な
る
。
こ
の

場
合
に
は
石
灰
資
材
を
施
用
す
る
の
で
は
な

く
、
多
量
の
水
を
灌
水
し
て
硝
酸
を
流
せ
ば
、

Ｅ
Ｃ
が
低
下
し
て
pH
が
高
ま
る
。

た
だ
し
、
窒
素
肥
料
の
損
失
と
環
境
負
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その 14

３
．塩
基
の
量
的
バ
ラ
ン
ス
も

　

  

整
え
よ
う

荷
増
大
に
つ
な
が
る
こ
と
は
以
前
の
連
載
で

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ハ
ウ
ス
内
の
土
を

酸
性
化
か
つ
高
Ｅ
Ｃ
化
さ
せ
な
い
た
め
の
最

大
の
対
策
は
、
窒
素
肥
料
の
過
剰
施
用
を

避
け
る
こ
と
に
尽
き
る
。

一
方
、
露
地
の
野
菜
畑
（
図
１
左
）
で
は

石
灰
と
苦
土
が
不
足
し
て
い
て
、
塩
基
飽

和
度
も
56
％
と
低
い
。
こ
の
場
合
に
は
石

灰
資
材
を
施
用
し
て
酸
性
を
改
良
す
る
が
、

具
体
的
な
方
法
は
次
回
に
解
説
す
る
。

人
の
健
康
を
保
つ
に
は
「
腹
八
分
目
」

１
．見
る
べ
き
は

　

  

処
方
箋
よ
り
分
析
値

２
．露
地
畑
と
ハ
ウ
ス
で
異
な
る

　

  

酸
性
土
壌
の
対
処
法

図１ ： ２種類の酸性土壌のレーダーチャート

鳥取県のスイカ畑（露地）
塩基の溶脱による酸性土壌

静岡県のセロリ畑（ハウス）
　硝酸の蓄積（高EC）による酸性土壌

pH（H20）
5.6

： 適正範囲

交換性カルシウム
435㎎／100ｇ

交換性カルシウム
290㎎／100ｇ

交換性
マグネシウム

交換性
マグネシウム

95.4㎎／100ｇ54.5㎎／100ｇ

交換性カリウム
68.4㎎／100ｇ

交換性カリウム
83.3㎎／100ｇ

塩基飽和度
129％

塩基飽和度
55.5％

可給態
リン酸
594㎎
／100ｇ

可給態
リン酸
33.4㎎
／100ｇ

電気伝導率（EC）
1.03mS／cm

電気伝導率（EC）
0.31mS／cm

： 測定値 ： 下限（内枠） ： 上限（外枠）： 測定値 ： 下限（内枠） ： 上限（外枠）

pH（H20）
5.5

： 適正範囲
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最
近
の
農
耕
地
で
は
、
家
畜
糞
尿
に
由

来
す
る
堆
肥
施
用
に
よ
る
カ
リ
過
剰
や
、

有
機
石
灰
と
呼
ば
れ
る
牡
蠣
殻
石
灰
の
多

用
に
と
も
な
う
石
灰
過
剰
と
苦
土
欠
乏
に

よ
る
塩
基
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
よ
く
見
受
け

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
。

石
灰
や
カ
リ
過
剰
の
場
合
に
は
石
灰
資

材
と
カ
リ
施
用
量
を
減
ら
す
こ
と
し
か
な

い
が
、
苦
土
が
少
な
い
場
合
に
は
そ
の
土
の

pH
に
よ
り
補
給
資
材
の
選
択
が
カ
ギ
と
な

る
。
pH
が
６
・
５
程
度
よ
り
高
い
場
合
（
図

２
左
）
に
は
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
硫
マ
グ
）

を
、
低
い
場
合
（
図
２
右
）
に
は
水
酸
化
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
（
水
マ
グ
）
を
施
用
す
る
。
10

ａ
当
た
り
の
施
用
量
は
分
析
結
果
に
よ
り

異
な
る
が
、
硫
マ
グ
で
は
20
～
60
㎏
、
水
マ

グ
で
は
40
～
１
０
０
㎏
を
目
安
と
す
る
。

日
本
の
土
は
一
般
に
リ
ン
酸
肥
沃
度
が
低

い
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
程
度
は
土
壌
の
種

類
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
。
黒
ボ
ク
土
は

世
界
で
も
最
も
リ
ン
酸
が
効
き
に
く
い
土
の

ひ
と
つ
で
、
水
田
で
多
く
見
ら
れ
る
低
地
土

は
日
本
の
土
の
中
で
は
最
も
リ
ン
酸
肥
沃

度
が
高
い
。
そ
の
違
い
は
土
に
含
ま
れ
る
活

性
ア
ル
ミ
ナ
量
で
あ
る
。

土
に
リ
ン
酸
が
施
用
さ
れ
る
と
、
根
が

吸
収
す
る
前
に
こ
の
活
性
ア
ル
ミ
ナ
が
リ
ン

酸
を
捕
ま
え
て
、
リ
ン
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

い
う
水
に
ほ
と
ん
ど
溶
け
な
い
化
合
物
に

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が「
リ
ン
酸
の
固
定
」

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
現
象
だ
。
そ
の

リ
ン
酸
固
定
量
を
調
べ
る
た
め
の
分
析
項

目
が
リ
ン
酸
吸
収
係
数
で
あ
る
。
リ
ン
酸

吸
収
係
数
が
大
き
い
ほ
ど
活
性
ア
ル
ミ
ナ

を
多
く
含
み
、
リ
ン
酸
が
効
き
に
く
い
。
通

常
黒
ボ
ク
土
で
は
１
５
０
０
㎎
／
１
０
０
ｇ

以
上
を
示
す
。
ア
ル
ミ
ナ
の
ほ
か
に
も
量
は

少
な
い
が
、鉄
も
リ
ン
酸
固
定
に
関
与
す
る
。

一
方
、
可
給
態
リ
ン
酸
と
は
pH
が
３
の
薄

い
硫
酸
で
溶
出
す
る
リ
ン
酸
で
、
土
の
中
で

は
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
し
て
存
在
し
て
い

る
。
適
正
域
は
一
般
に
土
１
０
０
ｇ
当
た
り

10
～
１
０
０㎎
だ
が
、
黒
ボ
ク
土
で
は
上
限

を
50
㎎
と
見
な
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
可
給

態
リ
ン
酸
が
10
㎎
以
下
の
場
合
に
は
リ
ン
酸

の
施
用
が
不
可
欠
で
、
水
溶
性
の
過
リ
ン

酸
石
灰
（
過
石
）
や
リ
ン
安
よ
り
、
熔
成

リ
ン
肥
（
熔
リ
ン
）
の
よ
う
な
ク
溶
性
リ
ン

酸
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
格
安
の
リ
ン
酸
肥

料
と
し
て
は
発
酵
鶏
糞
の
施
用
を
勧
め
た

い
。
た
だ
し
、
鶏
糞
の
カ
リ
含
有
量
に
応
じ

て
カ
リ
施
用
量
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
。

リ
ン
酸
欠
乏
農
地
に
リ
ン
酸
を
施
用
す

る
こ
と
に
消
極
的
な
農
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
問
題
は
リ
ン
酸
過
剰
土
壌
へ
の
対
応
で

あ
る
。
ど
ん
な
に
リ
ン
酸
過
剰
で
も
、
リ
ン

酸
を
施
し
て
き
た
農
家
に
と
っ
て
リ
ン
酸
削

減
や
無
リ
ン
酸
栽
培
に
は
断
腸
の
思
い
を

抱
く
よ
う
だ
。
可
給
態
リ
ン
酸
が
過
剰
で

も
水
溶
性
の
リ
ン
酸
肥
料
を
施
用
す
べ
き

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
。

可
給
態
リ
ン
酸
に
は
必
ず
10
％
程
度
の

水
溶
性
リ
ン
酸
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、

１
０
０ｇ
の
土
に
可
給
態
リ
ン
酸
が
１
０
０

㎎
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
水
溶
性
リ
ン
酸
が
10

㎎
程
度
存
在
す
る
の
で
、
15
㎝
の
作
土
に
換

算
す
る
と
約
15
㎏
／
10
ａ
と
な
る
。
水
溶

性
リ
ン
酸
と
は
最
も
根
か
ら
吸
収
さ
れ
や

す
い
リ
ン
酸
だ
。
表
１
の
よ
う
に
、
ど
の
よ

う
な
作
物
で
も
１
作
当
た
り
の
リ
ン
酸
吸

収
量
は
窒
素
や
カ
リ
に
比
べ
て
少
な
く
、
数

～
10
㎏
／
10
ａ
な
の
で
、
リ
ン
酸
肥
料
を

施
用
し
な
く
て
も
足
り
る
こ
と
が
わ
か
る
。

無
リ
ン
酸
栽
培
で
水
溶
性
リ
ン
酸
が
減
る

と
以
前
に
解
説
し
た
リ
ン
酸
銀
行
の
原
理

が
働
き
、
再
び
水
溶
性
リ
ン
酸
が
生
成
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
１
０
０
㎎
／
１
０
０
ｇ

以
上
の
可
給
態
リ
ン
酸
を
含
む
土
で
あ
れ

ば
、
少
な
く
と
も
数
作
は
無
リ
ン
酸
栽
培

が
可
能
で
あ
る
。

４
．無
リ
ン
酸
栽
培
が
可
能
な
条
件

だ
け
で
な
く
、
炭
水
化
物
、
タ
ン
パ
ク
質
、

脂
質
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。
土
壌
の
胃
袋
で
も
塩
基
飽
和

度
だ
け
で
な
く
、
交
換
性
塩
基
の
量
的
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
陽
イ
オ
ン
交
換
容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
に
占

め
る
交
換
性
石
灰
の
割
合
（
石
灰
飽
和
度
）

が
50
～
60
％
、
交
換
性
苦
土
の
割
合
（
苦

土
飽
和
度
）
が
15
～
20
％
、
交
換
性
カ
リ

の
割
合
（
カ
リ
飽
和
度
）
が
２
～
10
％
が

最
善
で
、
石
灰
：
苦
土
：
カ
リ
の
割
合
は
ほ

ぼ
７
：
２
：
１
と
な
る
。
こ
れ
を
塩
基
バ
ラ

ン
ス
と
い
う
。
な
お
、
塩
基
バ
ラ
ン
ス
の
数

値
は
各
塩
基
の
重
さ
（㎎
／
１
０
０ｇ
）
で

は
な
く
、
各
塩
基
の
イ
オ
ン
電
荷
数
の
割

合
で
あ
る
。

図２ ： 苦土欠乏土壌への対応（苦土肥料の選び方）

高pHで苦土が足りない ！

硫酸マグネシウム（硫マグ）を施用する

低pHで苦土が足りない ！

水酸化マグネシウム（水マグ）を施用する

pH（H20）
5.9

： 適正範囲

交換性カルシウム
667㎎／100ｇ

交換性
マグネシウム

87㎎／100ｇ

交換性カリウム
131㎎／100ｇ

塩基飽和度
83.3％

可給態
リン酸
4.5㎎

／100ｇ

電気伝導率（EC）
0.12mS／cm

： 測定値 ： 下限（内枠） ： 上限（外枠）

pH（H20）
6.9

： 適正範囲

交換性カルシウム
813㎎／100ｇ

交換性
マグネシウム

38.3㎎／100ｇ

交換性カリウム
87.3㎎／100ｇ

塩基飽和度
85.9％

可給態
リン酸
27.6㎎
／100ｇ

電気伝導率（EC）
0.30mS／cm

： 測定値 ： 下限（内枠） ： 上限（外枠）

品 目 窒素 リン酸 カリ

普通作物 水稲 5.8 3.2 1.4 

露地野菜

キュウリ 12.7 6.3 19.8 

トマト 7.6 2.8 19.4 

ナス 12.9 4.3 18.6 

キャベツ 9.9 2.7 11.3 

ハクサイ 12.5 5.6 17.4 

ホウレンソウ 11.4 3.0 19.2 

施設野菜

キュウリ 14.3 7.2 22.4 

トマト 9.3 3.4 23.8 

ナス 26.7 8.9 38.6 

ホウレンソウ 5.7 1.5 9.6 

表１ ： 主要作物の１作当たりの養分吸収量（㎏／10ａ）

出典 ： 農水省農業環境対策課調べ（2009年5月）


